
人間福祉学部＋ボランティア活動支援センター主催 

ＡＨ講演会 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
ネパール北部・ヒマラヤ山麓標高 1600 メートルの小さな村（フィリム）は、村人

の 85％が読み書きができず、車が通れる道路のある村まで歩いて 4 日かかります。 
子どもたちの学ぶ機会は少なく、多くの子どもは家庭を支えるために農作業や水汲

み労働をしています。設計部有志は休暇を（自費）利用して、1996 年から現地調査を
始めて 2003 年 4 月に小・中・高校を完成させます。 
現在、300 人の生徒が育ちました。そこに至るまでのさまざまな困難や問題につい

て映像を通してお話を伺います。 
また、春学期ＡＨで山下泰子氏講演「ネパールの女性教師育成と女子寮建設」の女子
寮建設にこのメンバーが協力しています。この建設は国際石材建築賞を受賞しました。 

 
みなさんとご一緒に「国際ボランティアとは何か」を考えてみませんか？ 

 

           掲載写真「ヒマラヤに学校を建てよう！」彰国社 


